
平成 29 年 8 月 28 日発行 

京都府丹後保健所 企画調整室 

（丹後地域包括ｹｱ推進ﾈｯﾄ） 

１ 認知症啓発 DVD（京丹後市版）の制作 

京丹後市のメンバーで第1回企画会議を4月26日に開催し、シナリオを検討しました。さらに、6月30日の

第2回企画会議ではカメラマンも交え、具体的な撮影イメージやキーワードを決定しました。 

撮影は7月7日及び25日の2日間で、つなげ隊の所属施設や中学校、高校、スーパーなどの協力を得て行い

ました。撮影の最終には、京丹後市役所の玄関ホールで認知症への想いを寄せ書きにしてもらうイベントを開

催し、同時に一般の方への啓発活動を目的に「認知症ケアカフェ」を実施しました。当日はあいにくの天候で

はありましたが、市長を始め、市議会議長、北丹医師会長他、来庁された市民のみなさんに、認知症へのそれ

ぞれの想いや決意を寄せ書きして頂きました。イベントの最後に、その場に集まった人全員で寄せ書きを掲げ、

撮影して締めくくりました。 

完成上映会を9月10日の認知症セミナーで行います。わずか5分の短いDVDですが、大変濃い内容に仕上が

っています。普段の見慣れた風景の中に、認知症への温かい想いや未来への可能性が溢れています。 

乞う、ご期待！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設での園児と利用者とのふれあい風景 

それぞれの想いをつづった寄せ書き 

施設での高後生と利用者とのふれあい風景 

最後にその場に集まった全員で寄せ書きを掲げて撮影 

中学校での認知症サポーター養成講座の様子 スーパーで認知症御本人の買い物風景 



 

 

 チラシを配布するだけではない啓発イベント手法のひとつとして、今後も行える機会があれば良いなぁ…

と思います。ユニークな発想で良いイベントとなりました。 

 様々な人達が関わり、その人達が最後に集まる。知らない人達でも何だか一体感があったように思います。 

 つなげ隊が多いと声を掛ける方も増えると思いました。 

 カフェがあることで一般の方への声かけがしやすかった。快く協力してくださった。 

 市長、医師含めた多職種、行政スタッフ、地域の人皆がいっしょに認知症ケアを考える場として、とても

有意義だったと思います。 

 

 

 

２ 認知症セミナーの開催について 

9月 10日（日）アグリセンター大宮にて、14時（１３時開場）から「認知症セミナー」を開催します。

その際、上記の認知症啓発 DVD（京丹後市版）の完成上映会を行います。ぜひ、ご覧ください。 

その他、「認知症の方とその家族を地域で支援するために」と題し、京都府立医科大学成本教授をコーディネ

ーターに迎え、日頃から認知症の方を支援している 4名のパネリストによるパネルディスカッション、また、

ドキュメンタリー映画の上映「徘徊～ママリン 87歳の夏～」を予定しています。 

奮ってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄せ書きの活用方法について、認知症サポーターや各種イベントなどでコメントを増やしていったり、 

市庁舎に掲揚するなど、より多くの方の目に触れる機会が増えれば良いとの意見をたくさん頂きました。 

http://www.kyoto-ninchisho.org/

